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「原子力安全向上に向けた更なる取り組み
（ロードマップ）」の更新

２０２１年３月５日
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01 当社における原子力安全向上の取り組み
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リスクマネジメントの強化

ガバナンスの強化

原子力安全向上会議

議 長：社長
構成員：副社長

原子力本部長
経営戦略本部長
他部門管掌役員

原子力安全向上会議
アドバイザリーボード

社外の有識者

内部監査
部門

監査
結果
報告

情報

意見

リスクコミュニケーションの強化

報
告

指
示

リスク情報、対応策

社会の皆さまのご意見

原子力関係部門

経営戦略本部

取締役会

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

重要なﾘｽｸ報告

全社リスクマネジメント

リスク低減の取り組み状況を確認・評価

中部電力グループ原子力安全憲章

社内外のコミュニケーションの取り組み

地
域
を
は
じ
め

社
会
の
皆
さ
ま

情報

原子力リスク
研究センター

WANO(※3)
JANSI(※4)他

協調

連携

報
告

指
示

内
部
監
査

浜岡原子力安全
アドバイザリーボード

社外の有識者

社長

指
示

報告

当社は、原子力安全向上の取り組みとして、「ガバナンスの強化」「リスクマネジメントの強化」「リスクコミュニ
ケーションの強化」の３つを定め、取り組みの具体的な計画を示したロードマップを2014年6月に策定(※1)し、
これを基にPDCAサイクル(※2)を行い、レベルアップを図ることを目指しています。

・ このたび、これまでの取り組みを振り返るとともに、新検査制度施行に伴い実施する取り組みの整理等を
行い、ロードマップを更新しました。

ご意見

(※1)2018年3月に更新しております。
(※2)PDCAサイクル…計画(Plan)、実施(Do)、評価(Check)、改善(Action)を継続的に行い、取り組み内容を向上させる手法のことをいいます。
(※3)WANO…世界原子力発電事業者協会の略。安全性向上に向けた各種取り組みを展開しており、世界各国の原子力事業者が会員となっています。
(※4)JANSI…一般社団法人原子力安全推進協会の略。国内原子力事業者による自主規制組織であり、安全性向上に向けた各種取り組みを推進しています。

リスクマネジメント会議
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新たなロードマップへの主な反映事項02

当
社
の
取
り
組
み

ガバナンス

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リスクコミュ
ニケーション

202４年～

リスクマネ
ジメントの

推進

安全向上に
向けた

不断の努力

原子力災害
への備え

安全文化醸成

・安全かつ効率的な発電所運営の実践
設備信頼性向上
課題対処の優先順位付けと適切なリソース配分・発電所の運営におけるリスクマネジメントの展開

状態監視やリスク情報共有による保全活動の推進

・第三者によるレビューに基づく改善

・JANSI、ATENAの外部知見を活用した技術的基盤の強化

・地域をはじめ社会の皆さまとの対話の場の拡充

・訓練等の実施と改善

・年度計画に基づき実施

・リスクマネジメントの運用と継続的改善
リスクの特定、分析、評価およびリスク対応力の向上

・課題認識や課題解決に至るプロセスの会議への報告
・内部監査部門によるモニタリング

・国内外の知見や研究成果の調査、技術検討、それらを活用した PRAモデルの整備・改善

・組織的なパフォーマンス監視と組織のパフォーマンス向上

・目指す姿の浸透と個人のパフォーマンス向上

・安全かつ効率的な発電所運営の実践
組織的なパフォーマンス監視の高度化

・「リスクマネジメントの強化」に関するコミュニケーションの実施 ・安全かつ効率的な発電所運営の実践

2021年

新たなロードマップには、主に以下の２点を反映しました。
①新検査制度の施行に伴い実施する取り組みの整理
②ロードマップの表示を2021年度からに変更
（更新前のロードマップもバックナンバーとして引き続きホームページに掲載いたします）

①

②

Copyright © CHUBU Electric Power Co.,Inc. All Right Reserved.
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03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（１）ガバナンスの強化（１／２）

項目 これまでの取り組み 今 後

原子力安全
向上会議

・課題認識や課題解決に至るプロセスを中心に、他部門の
観点も交えた幅広な議論
・上記の議論を受けた経営トップからの明確な指示

・引き続き、他部門・社外有識者など多様な視点をガバナン
スの強化につなげるよう、左記取り組みを推進

アドバイザリーボード ・社外委員の豊富な知識を活かした多様な観点からの
助言・提言

全社リスク
マネジメント

・リスク管理部署を通じて、全社リスクマネジメントに反映

内部監査機能 ・リスクマネジメント強化の取り組み状況を監査し、継続的
改善を図りつつ、概ね適切に実施されていることを確認

・ロードマップ見直しを踏まえ、引き続きリスクマネジメント
強化の取り組み状況を確認

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ～年 度

１．ガバナンスの強化

・社外の有識者の知見を安全性向上に向けた取り組みに活用

原子力安全向上会議
・リスクの分析・評価、対応策の審議（他部門管掌役員も構成員として会議に参加）

アドバイザリーボード

内部監査機能
・リスクマネジメントの状況を内部監査部門がモニタリングし、結果を原子力安全向上会議に報告

【2014】
中部電力グループ原子力安全憲章制定

全社リスクマネジメント
・全社リスク管理部署と原子力部門主管部署とのリスクコミュニケーションの強化
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今後に
向けて

・ 引き続き、社長をトップとする原子力安全向上会議での指示と同アドバイザリーボードでの社外
有識者のご意見を、現場の取り組みに反映するなど、ガバナンス機能の維持・向上を図ります。

社長をトップとする常設の経営会議として「原子力安全向上会議」を設置し、リスクの評価、対応策の審議を

行う仕組みを構築しております。加えて、社外有識者より「原子力安全向上会議アドバイザリーボード」において、

経営、ガバナンス、リスクマネジメントの観点からご意見をいただき、安全性向上の取り組みに活用しております。

03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（１）ガバナンスの強化（２／２）

氏 名 役職等

小林 宏之
（こばやし ひろゆき）

危機管理専門家・
航空評論家

勝治 秀行
（しょうじ ひでゆき）

新幹線メンテナンス
東海株式会社
代表取締役社長

長﨑 正雅
（ながさき たかのり）

国立大学法人
名古屋大学
工学研究科 教授

服部 乃利子
（はっとり のりこ）

静岡県地球温暖化
防止活動推進センター
センター次長

横山 須美
（よこやま すみ）

藤田医科大学
研究支援推進本部
共同利用研究設備
サポートセンター准教授

アドバイザリーボード社外有識者の構成
（50音順、敬称略）

社外有識者
の皆さま

当社
経営層

現場

原子力安全向上会議

原子力安全向上会議アドバイザリーボード

指
示

報
告

ご
意
見

報
告

指示・ご意見を踏まえ取り組みを逐次改善 計画

【会議体を通じたガバナンスの仕組み】

計画 評価
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03

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ～年 度

リスクマネジメントの推進（RIDM活用範囲の拡大）

・リスクマネジメントの運用と継続的改善
リスクの特定、分析、評価およびリスク対応力の向上

・発電所の運営におけるリスクマネジメントの展開
状態監視やリスク情報共有による保全活動の推進
構成管理やリスク情報等を取り入れた工程管理・現場管理

・安全かつ効率的な発電所運営の実践
設備信頼性向上
課題対処の優先順位付けと適切な
リソース配分

・国内外の知見や研究成果の調査、技術検討、およびそれらを活用したPRA※モデルの整備・改善

・PRA ※技術者の継続的育成

・リスクマネジメントを支える技術基盤の強化

・米国水準を目標とした高度化PRA※モデルのプラント設計・運用
と整合した整備

・リスクマネジメントの組織への浸透・定着２．リスクマネジメント
の強化

項目 これまでの取り組み 今 後

リスクマネジメントの
推進

・リスクマネジメントの仕組みを構築し運用を開始 ・引き続き、構築したリスクマネジメントの仕組みの運用・
改善、組織への浸透・定着を図る

・リスクマネジメントを支える技術基盤を整備
・リスク情報の活用実績の蓄積により、知識・スキルを向上
・現場リスクの可視化により、リスク感度を向上

・整備した技術基盤の強化
・発電所の運転、保守業務等にリスク評価適用範囲を拡大
し効果的かつ効率的なリソース配分を実現

・米国水準を目標としてPRAモデルを高度化
・津波PRAプロジェクトのパイロットプラントとして協力

・設計進捗に伴う設備仕様、運転操作手順のPRAモデル反映
・国内外の知見等を活用し、PRAモデルを継続的に改善

※ PRA：確率論的リスク評価、事故に至るリスクを定量的に示す手法

新たなロードマップと具体的な取り組み
（２）リスクマネジメントの強化（１／５）
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03

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ～年 度

２．リスクマネジメント
の強化

項目 これまでの取り組み 今 後

安全向上に向けた
不断の努力

・WANO、JANSI等の第三者レビューに基づく改善を実施
・安全性向上の取り組みのインプットとするため新知見・
新技術に関する情報を継続的に収集
・JANSIセミナー、研修等の外部知見を活用

・目指す姿(期待事項、ファンダメンタルズ等)の浸透により、
個人のパフォーマンスを向上させ、組織的な観察により組織
のパフォーマンスを向上
・引き続き、左記取り組みを推進し、安全性向上に活用

原子力災害への備え ・総合訓練や個別訓練、図上演習等を実施 ・継続的改善を行い、原子力災害に対する備えのレベルを向上

安全文化醸成活動 ・リスク認識・低減意識をアンケートを通じて確認し、結果
に応じ活動の改善を実施

・評価と改善を繰り返すことにより、リスク認識を向上

安全文化醸成活動
・リスクに対する意識調査を踏まえた計画の策定および実施によるリスク認識の向上

年度計画に基づき実施

安全向上に向けた不断の努力

・JANSI、ATENA※3等の外部知見を活用した技術的基盤の強化

・第三者レビューに基づく改善（WANO※1-PR、JANSI※2-PRおよびHaABS）

・新知見・新技術の収集等による継続的な安全性向上の検討と『安全性向上評価』の実施

・組織的なパフォーマンス監視と組織のパフォーマンス向上

・目指す姿の浸透と個人のパフォーマンス向上

・安全かつ効率的な発電所運営の実践
組織的なパフォーマンス監視の高度化
更なるパフォーマンス向上

原子力災害への備え ・より一層のリスク低減に向けた防災対策の強化

訓練等の実施と改善

新たなロードマップと具体的な取り組み
（２）リスクマネジメントの強化（２／５）

※1 WANO：世界原子力発電事業者協会 ※2 JANSI：一般社団法人原子力安全推進協会 ※3 ATENA：原子力エネルギー協議会
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リスク情報を活用した意思決定（RIDM：Risk-Informed Decision Making）を支える技術基盤と
なる個々の取り組み（CAP 、CM 等）を整備し、着実に進捗しています。また、リスクマネジメントの運用を体
系化し、PRA等から得られたリスク情報も活用しながら、 現場のリスク低減措置を実践しています。

現場の重要機器への接触防止措置（例）

＜ リスク情報を活用した現場のリスク低減措置 ＞

• 安全上重要な機器や停止時PRAの結果、必要と判断さ
れる機器等のポンプ・ファン・弁・計器・制御盤・電源盤に
ついて、柵等による立入禁止区域を設定し、不用意な
接触を防止しています。

03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（２）リスクマネジメントの強化（３／５）



9Copyright © Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved.

安全を最優先に、発電所の効率的な運営を実現するため、一人ひとりが自分のなすべきことを理解して業務
にあたるために目指す姿（期待事項、ファンダメンタルズ）を明確化しています。

＜ 原子力発電の業務に従事する者の心得（ファンダメンタルズ） ＞

• ファンダメンタルズは、浜岡原子力発電所の運営に携わる一人ひとりが
活動する際に心得るべき事項であり、活動する上で関連する分野に
おいて具体的にどのように行動すべきかを示しています。

• ファンダメンタルズは当社社員はもちろん、現場を管理する協力会社の
皆さまにも配布しています。発電所で働く一人ひとりが、ファンダメンタル
ズに記載されることを理解し、実践することで、個人のパフォーマンスを
向上させていきます。

＜ 管理職による現場観察 ＞

• 管理職が現場状況や所員の振る舞いをファンダメンタルズと照らし合わ
せて確認し、気づきがあれば指導・助言により必要なフィードバックを
行い、組織としてのパフォーマンスを向上させていきます。

管理職による現場観察（例）

03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（２）リスクマネジメントの強化（４／５）
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原子力災害時における現場対応力強化のため、役割に応じた教育・訓練を充実・強化しています。

安全文化醸成活動では、安全文化に関するアンケート調査としてリスク認識・低減意識に関する
設問を設定し、調査結果を踏まえた改善を実施しています。

今後に
向けて

・ リスクマネジメントを実践し、リスク評価適用範囲を拡大し、組織へ浸透・定着させていくことで、
安全かつ効率的な発電所運営を実現していきます。

・ 目指す姿を浸透・定着させていくことで、個人のパフォーマンス向上はもとより、組織としての
パフォーマンスを維持・向上させていきます。

■指揮者・運転員・現場要員の連携訓練

【可搬型注水設備操作訓練】

＜ 訓練の実施状況 ＞

【瓦礫撤去訓練】

■可搬型設備の現場訓練

通信設備で連携

運転員

指揮者

現場要員

03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（２）リスクマネジメントの強化（５／５）
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03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（３）リスクコミュニケーションの強化（１／３）

項目 これまでの取り組み 今 後

社外リスクコミュニ
ケーション

・リスク情報（対話ツール）の整備や研修の充実とともに、
「意見交換会」や「訪問対話」など対話の場を拡充

・引き続き、対話能力の向上と対話の場の拡充に努め、「リスクマ
ネジメントの強化」や「原子力防災情報」を反映したツールを整備

自治体とのコミュニ
ケーション

・御前崎市・牧之原市および掛川市、菊川市と「避難行
動要支援者の安全確保に関する協定」を締結
・訓練を通じて自治体との連携を強化

・引き続き、訓練を通じた自治体との連携強化を継続

社内リスクコミュニ
ケーション

・当社およびグループ会社従業員に対し、発電所の安全
性向上対策、リスク情報、社会の皆さまの声を共有

・引き続き、当社およびグループ会社従業員の意識の定着を図る
とともに、「リスク低減の取り組み」に関する社内の理解を促進

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ～年 度

・地域をはじめ社会の皆さまとの対話の場の拡充

社外リスクコミュニケーション

①リスクマネジメントの推進 ②安全向上に向けた不断の努力

・「リスク低減の取り組み①〜②」に関するコミュニケーションの実践

対話ツールの整備・人材の育成

安全かつ効率的な発電所運営の実践

・原子力安全向上会議における議論を通じたリスクコミュニケーションの充実
・グループ会社全体の原子力に関する理解促進

・地域防災計画に係る訓練への参加等を通じた自治体との連携強化

社内リスクコミュニケーション

自治体とのコミュニケーション

３．リスクコミュニ
ケーションの強化
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03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（３）リスクコミュニケーションの強化（２／３）

＜ 取り組み実績 ＞

地域をはじめ社会の皆さまの声を継続的に把握し、原子力のリスクや情報発信方法を検討するとともに、
対話ツールや人材の育成を通じて、地域の皆さまとの対話の場の充実を図っています。

■ 対話ツールの整備、SNSによる情報発信

地域の皆さまから寄せら
れる原子力に対する疑問
や不安に対し、イラストを
用いた親しみやすい冊子
を作成し、対話のきっかけ
づくりとして活用しています。

■ 対話能力の向上

お子さまと一緒に楽しんで
いただけるクイズやアニメの
YouTube動画配信を通じ
て、放射線リスクや原子力
発電所の安全対策の情
報をわかりやすくお届けし
ています。

地域の皆さまとの対話
の場を想定し、対話用
ポイント集を用いたディ
スカッションを行い、対話
能力の向上に努めてい
ます。

お客さまとの対話能力
向上のため、発電所員
を対象に、社外講師に
よる講義と実習を通じた
研修を継続的に実施し
ています。

・ 対話用リーフレット「えねごと」

・ YouTube動画配信

・ 社外講師による研修

・ 対話用ポイント集の社内活用
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03
新たなロードマップと具体的な取り組み
（３）リスクコミュニケーションの強化（３／３）

ベース活動である「訪問対話」に加え、行政や自治会等と連携した「意見交換会」の面的拡大に取り組むこと
で、地域の皆さまとの接点の場の充実を図っています。

今後に
向けて

・ リスク低減の取り組みや原子力防災に関する情報を社内外に積極的に発信していきます。
・ 地域をはじめ社会の皆さまの声を社内で共有し、リスクコミュニケーションをさらに強化していきます。

■訪問対話

発電所周辺の自治会や行政を含む諸団体と意見交換会を企画・開催しています。

■発電所キャラバン

■発電所見学会

実績 総計：92回（1,720名）

御前崎市 40回（781名）

牧之原市 11回（234名）

掛川市 10回（185名）

菊川市 31回（520名）
御前崎市はじめ周辺4市の地域のイベントやショッピング
センター等にブースを設置し対話を実施しています。

●女性団体「しゃべり場」

セミナー企画（ハーバリウム、ヨガ等）と組み合わせて、
エネルギーに関する意見交換会を実施しています。

■意見交換会
2014年9月から、御前崎市はじめ周辺4市にお住まいの方を対象に実施しています。
(訪問対象：約84,000戸／1~3巡目の全体対話率：63.3％)

＜2018年4月～2020年12月末時点＞

＜2018年4月～2020年12月末時点＞
実績：39回（4,267名）

＜2018年4月～2020年12月末時点＞

発電所の安全性向上に向けた取り組みを現地で直接
ご覧いただいています。

実績：4市見学者数 6,979名
総見学者数 35,672名

＜2018年4月～2020年12月末時点＞

実績 総計：31回（735名）

実績：2017年5月～2019年2月（3巡目）
対話戸数：37,328戸

2019年3月～（4巡目を開始）

＜2017年5月～2020年12月末時点＞
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